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「
２
０
０
７
年
問
題
」
と
い
う
言
葉
を
耳

に
し
た
こ
と
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
れ
ま
で
の
高
度
経
済
成
長
を
支
え
て

き
た
「
団
塊
の
世
代
」
と
い
わ
れ
る
人
々

が
２
０
０
７
年
を
ピ
ー
ク
に
、
大
量
に
定

年
退
職
し
、
社
会
に
様
々
な
問
題
が
起
こ

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、

退
職
後
の
生
活
を
ど
こ
で
送
る
の
か
と
模

索
す
る
人
た
ち
が
い
ま
す
。、
そ
の
多
く

が
潤
い
の
あ
る
自
分
ら
し
く
生
活
で
き
る

場
を
求
め
て
い
ま
す
。

　

北
海
道
が
平
成　

年
に
首
都
圏
の
退
職

１６

時
期
を
間
近
に
迎
え
る
団
塊
世
代
約
1
万

人
に
対
し
行
っ
た
、
北
海
道
へ
の
移
住
に

関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
全
体
の
8
割

が
何
ら
か
の
形
で
北
海
道
へ
の
移
住
に
興

味
を
持
ち
、「
第
二
の
故
郷
探
し
」
の
動
き

が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
結
果
を
踏
ま
え
、
当
別
町

で
は
、
町
内
へ
の
受
け
入
れ
態
勢
の
整
備

や
札
幌
に
隣
接
す
る
豊
か
な
自
然
環
境
な

ど
の
情
報
提
供
に
取
り
組
み
、
移
住
を
希

望
す
る
人
々
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
る
活

動
を
始
め
ま
し
た
。

　

移
住
の
取
り
組
み
は
、
ま
ち
に
ど
ん
な

メ
リ
ッ
ト
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
の
で

し
ょ
う
か
。
社
会
に
長
く
貢
献
し
、
豊
か

な
経
験
や
技
術
、
知
識
な
ど
を
持
つ
方
が

当
別
に
移
住
す
る
こ
と
で
、
ま
ち
づ
く
り

の
裾
野
を
広
げ
る
た
め
に
有
効
な
新
た
な

人
材
の
確
保
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
ち
に
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昨
年
６
月
に
、
当
別
町
は
北
海
道
か
ら

北
海
道
移
住
促
進
パ
ー
ト
ナ
ー
市
町
村

（
全
道
で　

市
町
）
の
認
定
を
受
け
、
美

１４

し
い
ま
ち
づ
く
り
課
に
「
移
住
相
談
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
窓
口
」
を
開
設
し
ま
し
た
。

　
　

月
に
は
、
民
・
官
協
働
に
よ
る
移
住

10
促
進
組
織
「
当
別
移
住
促
進
協
議
会
」
を

創
設
し
、
移
住
に
向
け
た
様
々
な
プ
ラ
ン

の
検
討
に
入
り
ま
し
た
。
こ
の
間
、
第
一

号
の
移
住
者
が
決
定
し
て
い
ま
す
。

　
　

月
以
降
は
「
北
海
道
長
期
生
活
体
験

１１
モ
ニ
タ
ー
」
と
し
て
全
国
か
ら
移
住
希
望

者
の
受
け
入
れ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
当
別
移
住
促
進
協
議
会

が
中
心
と
な
っ
て
、
町
内
視
察
の
希
望
者

を
案
内
す
る
ガ
イ
ド
の
養
成
や
、
生
活
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
の
作
成
、
道
外
へ
の
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
や
移
住
お
試
し
ツ
ア
ー

な
ど
を
実
施
し
て
、
積
極
的
に
移
住
を
希

望
す
る
人
の
誘
致
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

何
よ
り
移
住
を
考
え
て
い
る
人
が
当
別

町
に
好
意
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、

ま
ち
の
皆
さ
ん
が
、
暖
か
く
迎
え
る
こ
と

が
一
番
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

��������	
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�
�
　

美
し
い
ま
ち
づ
く
り
課
（�
2
3

―
3
0
7
3
）

新
た
な
息
吹
が
お
こ
り
、
地
域
の
活
性
化

が
図
ら
れ
る
と
期
待
さ
れ
ま
す
。
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町
が
実
施
し
て
い
る
事
業
な
ど
に

つ
い
て
、
庁
内
の
政
策
評
価
委
員
会

な
ど
で
評
価
を
行
い
、
そ
の
結
果
を

広
く
住
民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
す

る
と
と
も
に
、
予
算
編
成
、
事
務
改

善
な
ど
町
政
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
反

映
す
る
も
の
で
す
。

　

�
�
�
�
�
�
�

　

政
策
評
価
、
再
構
築
プ
ラ
ン
、
予

算
を
連
動
し
な
が
ら
検
討
、
整
理
を

行
う
こ
と
で
課
題
を
浮
き
彫
り
に

し
、
懸
案
事
項
と
し
て
対
処
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た

め
に
は
こ
れ
ら
が
連
動
し
た
シ
ス
テ

ム
の
構
築
を
目
指
し
、
検
討
を
進
め

ま
す
。

　

ま
た
、
よ
り
客
観
的
か
つ
住
民
の

視
点
に
立
っ
た
評
価
を
実
施
す
る
た

め
、
住
民
の
方
々
を
構
成
員
と
す
る

外
部
評
価
委
員
会
を
設
置
し
、
外
部

評
価
を
導
入
す
る
よ
う
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

政策評価の詳しい内容は、町のホームページに掲載しています。政策評価に対するご意見をお寄せ下さい。
��　企画課企画調整係（�23－2393/FAX25－5555）町ホームページhttp://www.town.tobetsu.hokkaido.jp/
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　平成１７年度予算に計上されている事務事業599件
　（平成17年8月1日現在）を今後の方向ごとに分類。

����現時点では見直しの必要がない。
����事務内容、事業量に相当程度の変更があり、
　　　  予算増を伴うもの。
����事業内容、事業量に相当程度の変更があり、 
            予算減を伴うもの。
����隔年度で実施するなど事業を休止するもの。
����見直しの結果、期間満了前または、期間
　　　　未定のものを廃止するもの。
����類似の事業に統合し、廃止するもの。
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政
策
評
価
を
実
施
す
る
こ
と

で
、
次
の
3
つ
の
目
的
を
実
現
し

て
い
き
ま
す
。

�
住
民
の
皆
さ
ん
に
対
す
る
行
政
の 

    
説
明
責
任
を
果
た
す
。

�
効
率
的
で
質
の
高
い
行
政
を
実
現

　

す
る
。

�
住
民
の
視
点
に
立
っ
た
成
果
重
視

　

の
行
政
へ
の
転
換
を
図
る
。

　再構築プランでは、団体に対する運営費補助金を、
平成17～19年度にかけて段階的に廃止することとし
ており、重点的に評価を行いました。
　また、団体に対する事業費補助は、民間と行政の役
割分担を整理し、制度を見直すこととしていますの
で、今後、住民の皆さんの意見を聞きながら、具体的
な見直しを進めていきます。　
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　対象公共施設数97施設を平成20年度まで評価。
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月　

日
に
下
水
道
事
業
運
営
委
員
会

12

22

の
第
３
回
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
委
員
会
で
は
、
町
か
ら
下
水
道

会
計
の
現
状
と
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
ま
し
た
。
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平
成　

年
度
決
算
で
は
、
１�
の
汚
水

16

を
処
理
し
て
き
れ
い
な
水
に
す
る
の
に

3
9
4
円
の
費
用
が
か
か
っ
て
い
る
。

下
水
道
使
用
料
に
よ
る
収
入
は
1
2
6

円
な
の
で
、
2
6
8
円
の
不
足
を
生
じ

て
い
る
。
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本
町
の
下
水
道
事
業
は
、「
国
か
ら
の

補
助
金
、
起
債
（
借
金
）、
一
般
会
計
か

ら
の
繰
入
金
、
下
水
道
使
用
料
」
な
ど

の
収
入
に
よ
る
特
別
会
計
で
運
営
し
て

い
る
。
し
か
し
、　

現
在
の
収
入

だ
け
で
は
安
定
し
た
経
営
が
で

き
ず
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入

金
の
割
合
を
高
め
て
不
足
分
を

賄
っ
て
い
る
が
、
町
の
財
政
難

に
よ
る
繰
入
金
の
削
減
や
収
入

の
伸
び
悩
み
に
よ
り
、
今
後
、
下

水
道
会
計
は
赤
字
に
な
る
可
能

性
が
あ
る
。

�

赤
字
を
解
消
す
る
た
め
に
は
、
さ
ら
な

�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�
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�

�
こ
こ
ま
で
経
営
状
況
が
悪
化
す
る
前

に
、
定
期
的
な
使
用
料
の
見
直
し
、
歳

出
削
減
の
機
会
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い

か
。
ま
た
、
見
直
し
の
際
に
、
極
端
な

見
直
し
は
収
納
率
へ
の
影
響
も
あ
る
と

思
う
の
で
、
基
本
料
金
体
系
の
見
直
し

も
含
め
、
段
階
的
な
引
き
上
げ
が
良
い

と
思
う
。

�
汚
水
は
飲
み
水
に
近
い
形
ま
で
浄
化
さ

れ
る
の
だ
か
ら
、
そ
れ
に
か
か
る
費
用

を
町
民
に
も
っ
と
Ｐ
Ｒ
す
べ
き
。

�
下
水
汚
泥
の
コ
ン
ポ
ス
ト
化
（
処
理
し

た
下
水
汚
泥
を
発
酵
さ
せ
て
作
っ
た
堆

肥
）
な
ど
を
取
り
入
れ
、
歳
出
削
減
の

方
法
も
検
討
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

る
経
費
の
削
減
や
安
定
的
な
財
源
を
確
保

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
が
、

各
委
員
か
ら
次
の
よ
う
な
意
見
が
出
さ
れ

ま
し
た
。　

　
　

月　

日
開
催
の
委
員
会
で
は
、
こ
れ

12

21

ま
で
の
意
見
を
ま
と
め
作
成
し
た
「
協
働

の
指
針
」
の
提
言
書
（
案
）
に
つ
い
て
、

さ
ら
に
検
討
を
重
ね
ま
し
た
。

�
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�

提
言
書
で
は
、「
私
が
変
わ
る�
ま
ち

が
変
わ
る�
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に

協
働
の
必
要
性
や
こ
れ
か
ら
取
り
組
ま
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
内
容
を
項
目
ご
と
に
記

載
し
て
い
ま
す
。

�
�����
��
�	
�
�
����

①
人
材
の
育
成
・
確
保

②
各
種
団
体
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
と
拠
点

づ
く
り

③
町
民
と
行
政
の
意
識
改
革

④
参
加
の
拡
大

⑤
町
民
の
意
見
が
町
政
に
反
映
さ
れ
る
仕

組
み
づ
く
り
、
情
報
共
有
の
推
進

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�

①
地
域
福
祉
や
子
育
て
な
ど
、
町
全
体
で

見
守
り
支
え
る
仕
組
み
づ
く
り

②
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
協
働
の

取
り
組
み　

な
ど
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
　
　
　
　
　

�
策
定
検
討
委
員
会
の
任
期
は
指
針
策
定

ま
で
と
な
っ
て
い
る
が
、
指
針
策
定
後

は
、
各
種
団
体
が
参
加
し
、
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
体
制
が
必
要
。

�
協
働
を
進
め
る
と
、
町
が
ど
う
な
る
の

か
（
例
え
ば
、
町
が
活
性
化
す
る
、
よ

り
き
め
細
や
か
な
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら

れ
る
な
ど
）
を
盛
り
込
む
べ
き
。

�
協
働
を
し
な
い
こ
と
に
よ
る
デ
メ
リ
ッ

ト
も
載
せ
た
方
が
良
い
。

�
企
業
が
ど
の
よ
う
な
形
で
参
画
で
き
る

か
と
い
う
こ
と
を
、
企
業
自
身
に
考
え

て
も
ら
っ
た
方
が
良
い
。

�
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
図
る
た
め
に
は
、

様
々
な
団
体
の
情
報
を
集
約
す
る
拠
点

が
必
要
で
あ
り
、
協
働
の
推
進
セ
ン

タ
ー
を
作
る
必
要
が
あ
る
。

�
お
金
が
な
い
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
お

願
い
す
る
と
い
う
の
は
考
え
違
い
。
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次
回
の
委
員
会
で
は
、
今
回
出
さ
れ
た

意
見
に
対
す
る
町
の
考
え
方
を
説
明
し
ま

す
。
ま
た
、
協
働
の
指
針
の
あ
り
方
（
骨

子
）
案
に
つ
い
て
町
か
ら
説
明
し
、
そ
れ

に
対
し
委
員
か
ら
意
見
を
い
た
だ
き
ま

す
。
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（地域包括ケアシステム）
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今
後
、
ま
す
ま
す
進
む
高
齢
化
。「
介
護
」
問
題
は
老

後
の
大
き
な
不
安
要
因
で
も
あ
り
ま
す
。

　

介
護
を
社
会
全
体
で
支
え
る
介
護
保
険
制
度
が
始

ま
っ
て
5
年
、
こ
れ
か
ら
も
制
度
を
維
持
し
健
康
で
自

立
し
た
生
活
が
出
来
る
環
境
が
、
今
、
必
要
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
介
護
予
防
を
目
的
と
し
た

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
や
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
活
を
続

け
る
た
め
の
支
援
を
、
総
合
的
に
受
け
ら
れ
る
体
制
作

り
が
重
要
で
あ
り
、
計
画
策
定
委
員
会
で
検
討
を
重
ね

て
き
ま
し
た
。

　

私
た
ち
の
住
む
町
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
量
や
保
険
料
の

見
直
し
の
計
画
（
案
）
が
出
来
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

思いやりと生きがいが感じられるまちづくり

8回目の委員会を開催。傍聴できます。
���������	
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����������	
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�

▼��　２月28日（火）　1８時から　（２時間程度）
▼��　ゆとろ　多目的ホール（西町）
▼��　計画全体案の提示と検討
▼������　福祉課介護サービス係
（｢ゆとろ｣内・�２３－３０２９）
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資料を配布しています。
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　素案をまとめた資料は「ゆとろ」介護サービス係で
希望者に配布しています。
　皆さんのご意見は、2月23日（木）までにお寄せくだ
さい。寄せられた意見は、策定委員会で報告します。
担当　福祉課介護サービス係 �２３－３０２９/�２５－５０１８
　  　　E-meil:hukshi3@town.tobetsu.hokkaido.jp
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高
齢
者
の
在
宅
生
活
を
支
え
る
、
介

護
予
防
や
地
域
に
密
着
し
た
新
た
な

サ
ー
ビ
ス
提
供
の
体
制
を
整
え
る
。
ま

た
、�
�
�
�
�
�
�
�
	


を
設
置

し
て
総
合
的
な
ケ
ア
体
制
を
構
築
す
る
。

�
�
�
��
�
�
�
�
�
	


�

　

サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
情
報
提
供
や
苦

情
相
談
に
対
応
す
る
体
制
を
強
化
す
る

と
共
に
、
介
護
支
援
専
門
員
の
資
質
向

上
の
支
援
を
行
う
。
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介
護
予
防
事
業
や
新
予
防
給
付
の
体

制
を
整
え
る
と
共
に
、
若
年
か
ら
の
健

康
管
理
・
健
康
づ
く
り
を
推
進
す
る
。
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�

　

保
健
、
医
療
、
福
祉
関
係
者
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
な
ど
地
域
全
体
で
高
齢
者
の
自

立
生
活
を
支
え
る
体
制
を
構
築
す
る
。
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高
齢
者
が
、
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
や
生

涯
学
習
の
場
、
就
労
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

な
ど
地
域
づ
く
り
に
参
加
で
き
る
支
援

を
行
う
。
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�
�



　

住
民
に
認
知
症
を
理
解
し
て
も
ら
う

と
共
に
予
防
対
策
、
家
族
の
相
談
援
護

活
動
を
推
進
す
る
。
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益
々
、
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
利
用
者

が
増
加
す
る
状
況
が
あ
り
、
町
で
は
、　
65

歳
以
上
の
人
が
支
払
う
保
険
料
の
改
定
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
月
額
保
険
料
は
3
千
7
5
0
円

で
す
が
、
平
成　

年
度
か
ら
3
千
9
2
5

18

円
程
度
と
す
る
こ
と
を
試
算
し
て
い
ま

す
。

　

介
護
保
険
制
度
が
こ
れ
か
ら
も
住
民
に

身
近
で
役
に
立
つ
制
度
と
し
て
あ
り
続
け

る
た
め
に
、
平
成　

年
度
か
ら
の
「
高
齢

18

者
保
健
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
」

が
、
着
実
に
実
行
で
き
る
も
の
と
な
る
よ

う
に
、
計
画
の
素
案
に
対
す
る
皆
さ
ん
の

意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

町
の　

歳
以
上
の
人
口
は
、
今
後
、

65

徐
々
に
増
加
し
、
高
齢
化
率
（
人
口
に
占

め
る
高
齢
者
数
）
も
上
昇
す
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
、
こ
れ
に
伴
い
介
護
認
定
者
も
、

平
成　

年
度
の　

人
か
ら
平
成　

年
度
に

16

640

20

は　

人
に
増
え
る
見
込
み
で
す
。（
表
１
）

696

　

ま
た
、
介
護
保
険
施
設
の
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
す
る
人
は
、
介
護
保
険
制
度
の
普
及

と
共
に
増
え
て
き
ま
し
た
。
今
後
は
、
住

み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
せ
る
よ
う
、
訪
問

介
護
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
）
や
通
所
介
護

（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）
な
ど
を
受
け
易
く
し
、

居
宅
サ
ー
ビ
ス
量
の
増
加
を
見
込
ん
で
い

ま
す
。（
表
２
・
３
の
サ
ー
ビ
ス
量
と
は
、

利
用
件
数
×
月
数
）

����������	
���


���� ���� ����

�

��������

��������

���������

�������

�������
����

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


��

�����������
�����

�����

������������	
������	


����

���� ���� ����

����������	
�
�

����

����

���������

������

��������	
��

���� ���� �������

�

�

�

�

�����������������������������������������������������������������������

�����������������������������������������������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

障
害
者
自
立
支
援
法
が
制
定
さ

れ
、
精
神
障
が
い
の
方
が
受
給
さ
れ

て
い
る
「
通
院
医
療
費
公
費
負
担
制

度
」
が
、
平
成　

年
４
月
か
ら�
�

１８

�
�
�
�
�
�
�
�
に
変
わ
り
ま
す
。

　

こ
の�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
�
�
�
�
�
と
な
り
、
負
担
額

は
、
受
診
者
と
同
じ
医
療
保
険
加
入

家
族
を
同
一
世
帯
と
し
た
「
世
帯
」

の
課
税
状
況
に
応
じ
て
、
月
額
上
限

額
が
異
な
り
ま
す
。

　

４
月
以
降
に
精
神
疾
患
で
通
院
す

る
た
め
の�
�
�
�
�
�
�
�
	



を
受
け
る
た
め
に
は
、
早
め
の
申
請

が
必
要
で
す
。

　

現
在
、「
通
院
医
療
費
公
費
負
担

制
度
」
を
受
給
し
て
い
る
方
に
は
、

江
別
保
健
所
よ
り
「
自
立
支
援
医
療

制
度
」
の
申
請
に
関
す
る
書
類
を
送

付
し
て
い
ま
す
の
で
、
申
請
書
、
添

付
資
料
を
持
参
の
上
、
福
祉
課
障
が

い
サ
ー
ビ
ス
係
に
提
出
願
い
ま
す
。

　

ま
た
、
新
た
に
受
給
希
望
の
方

は
、
同
係
（「
ゆ
と
ろ
」
内
・�
2
3

―
3
0
1
9
）
に
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
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�住宅用火災警報器の設置義務化を契機として、不適正な価格（市場価格を超える高額な価格）や無理やりに販売
を行う業者にご注意ください。
�消防署員、団員が訪問販売をすることはありません。また、消防署
員のような服装で訪問販売をする業者がいますので、ご注意ください。
��������	
��
�����������

�少しでも「おかしい？」と思ったら、消防署または消費者協会・消
費者センターなどにご相談ください。
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◆新築住宅　平成18年6月1日から 　◆既存住宅　平成20年6月1日から

��������

�火災警報器には、煙式と熱式がありま
す。異常を感知すると、音声で警報を発
します。�基本的に「煙式」を設置します。
�国の鑑定マークがついているものを推
奨しています。

��������	
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（放火自殺等を除く）

�������　
当別消防署消防課予防係（�23－2537）
住宅用火災警報器相談室
（フリーダイヤル�0120－565－911）
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１階以外に寝室がある場合に
は、設置が必要です。（煙式）

���

����

調理する部屋には、設置が必
要です。（煙式または熱式）

���

就寝に使用する部屋には、設
置が必要です。（煙式）

���

※ここに記載した住宅は一例で
す。設置などに関する詳細は、
消防署にお問い合わせください。

寝室として使用する場合に
は、設置が必要です。（煙式）
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　８時以降に出されたごみは、収集ルートにより回
収出来ない場合がありますので、必ず時間を守りま
しょう。なお、収集日以外にごみを出すと、ごみの
飛散や不法投棄、冬期間は除雪の支障になりますの
で、絶対に止めましょう。

��������	
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　ごみを野外で燃やしたり、基準を満たさない小型
焼却炉などで焼却することは、法律で禁止されてい
ます。これに違反した場合は、５年以下の懲役もし
くは１千万円以下の罰金、または、この両方が科せ
られることになりますので、絶対に止めましょう。
　焼却行為を見つけたときには、警察または、役場
環境対策課へ連絡してください。

����　環境対策課環境対策係（�23－2503）
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資源物に異物が混入してい
るとリサイクル業者が回収
しないので、手作業で分別。

資源物として扱えないもの
や汚れがひどいものは、取
り除かれます。

回収ボックスにできるだけ
たくさん入るように資源物
はつぶしてください。

資源物として回収できるも
ののみを、回収ボックスに
入れます。

回収ボックスが一杯になっ
たら、リサイクル業者が回
収します。
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　当別消防出初式が総合体育館で行われ、当別消防署
員や消防団員など約150人が参加しました。
　同館駐車場で寒さの中、各分団が隊列を成し行進の
後、館内で式が行われました。消防管理者の泉�町長
は「４月からは消防本部が石狩市に移転するが、当別消
防署は変わらぬ体制で消防力の向上をめざす決意であ
り、住民の生命、財産を守るために一丸となって災害
に対処していく所存」と式辞を述べました。
　また、永年消防業務に従事された団員に北海道知事
表彰などが贈られたほか、分団退団者や消防後援会退
会者に感謝状が渡されました。

　「当別町成人式」が総
合体育館で行われ、大人
の仲間入りをした新成
人261人（男性126人・女
性135人）のうち、162人
が出席しました。
　式では町議会議員や
行政推進員、各関係者が
見守る中、新成人は整然
と来賓や大澤教育委員
長の話に耳を傾けました。
　また、中学校時代の担任教諭から寄せられたメッ
セージが披露され懐かしく聞き入っていました。
　成人の決意として新成人の代表2人が「大人として 
社会にどのように貢献し、自分にできることを考えて
生活していかなければならない 。また、それぞれの夢
を実現させるため、積極的に自分を磨きたい」と述べ
ました。
　式の後には、久しぶりに会う友人と話を楽しんだ
り、写真撮影をするなど、笑顔があちらこちらでこぼ
れていたほか、成人式実行委員会が自分たちの手で思
い出に残る成人式にしようと、立食パーティーやビン
ゴ大会を開催し、賑やかに過ごしていました。

　今年は、全国的に雪が多く町内でも例年にない大雪
に町民が家の除雪に追われている状況が見られます。
　１月２４日現在で降雪量は、６ｍ２２cmを記録し、去年
の同時期よりも２ｍ以上も多く降っています。
　この状況を見て、航空自衛隊当別分屯基地の隊員が
困っている人を助け、地域へ貢献しようと訓練をかね
て東町団地の除雪を３日間行いました。隊員たちは、
スコップやママさんダンプを使って、団地の屋根まで
覆い尽くしている雪を手際よく取り出していました。
　住民の方は「今までこんな年は無かった。毎日の除
雪で体調を崩していたので、自衛隊の方が来てくれて
助かった」と感謝していました。

��������	
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　　　　　(1月7日）
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　　　  　    (1月25日）
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　　　　　　 (1月8日）
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　小学校3年生を対象に、当別スキー連盟が3日間のス
キー教室を石狩平原スキー場で行いました。
　50人の参加者は、準備体操のあと、レベル別に分か
れ、同連盟の指導者が丁寧に指導に当たりました。
　毎日、雪が降りしきるなかでも子供たちは寒さに負
けず、指導員の滑る後に付いてレッスンを重ね、尻も
ちを着いていた子も、弧を描いて滑ることができるよ
うになりました。
　最終日には、ジュニアスキー検定の２級から５級に
それぞれの実力に合わせて挑戦し、受検者全員が合格
することが出来ました。

���������	
��
　 (1月7～９日）

　この冬は全国的に大雪で九州や沖縄まで雪

が降っているが、東北地方の異常な雪害で死

者は１００人を越えたらしい。

　当別では屋根の雪降ろし中に亡くなった方

が出た。現在、町では２億１千万円の除雪費を

使っている。これは１人当りにすると１万１千

円となり近隣市町村で最高であり、この後大

雪が来ても補正するのはちょっと難しい。

　然し、今日現在、昨年より２m以上も降雪量

が多いから、どこの家も毎朝大変な苦労をし

ている。毎年、中学生のスポーツ部が部活の

一環として独居老人家庭などの除雪ボラン

ティアをしてくれているが、今年は当別の自

衛隊も４９名ボランティアで老人家庭の除雪を

してくださると遠目塚司令からお話があり、

大変有難い。

　我が家では、朝５時頃にタイヤショベルで除

雪をしてもらって、８時頃妻がトラクターで仕

上げをしているのだが、屋敷内の１５０本くらい

の庭木で２m以下の木はほとんど雪に埋もれて

しまったから、春には無残なものだろう。

　正月休みに久し振りにトラクターで除雪を

してみたら車庫や庭木に雪を飛ばしてしまっ

た。妻が見かねて「私がやるから降りていい

よ」と云うので、少し悔しかったが確かに今で

は妻の方が上手になった。

妻は時々５００m程度離れた娘の家の除雪も手

伝いに行っているが、吹雪の時もコートも着

ず公用車で役場に通う私なんかよりも大型特

殊免許を持っている農家のオバサンの方が娘

に尊敬されている様だ。

　毎朝、それぞれの家庭で主婦が真剣に雪か

きをしている姿は、雪国の女性のたくましく

も美しく、私も尊敬する。

�����������

　札幌地方裁判所が「裁判員制度」を理解してもらお
うと、当別町と共催で出張講座を開き、４６人の町民が
参加しました。
　裁判員制度は、国民が殺人事件などの刑事裁判に参
加して、被告人が有罪か無罪かを裁判官と一緒に決め
る制度で、平成２１年５月までにスタートします。
　講座では、殺人未遂事件を６人の裁判員が裁判官と
共に議論を重ね結論を出すまでをドラマ化したビデオ
視聴と、○×クイズを交えた解説がされました。
　参加者からの「なぜこの制度を行うのか」「辞退はで
きるのか」など新しい制度への質問や疑問に同裁判所
の川田判事が丁寧に答えていました。

��������	
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　　　　 (1月23日）
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　「読み聞かせ」の目的は、「本を選ぶ力」「情景や登場人物の気持ちを表現する力」「練習する意欲」を育てるこ
とです。本を選ぶことから表現の方法や練習も自分たちで考えます。
　聞き手に本を見せながら読むことは、難しいことですが、練習の成果を発揮してみんなの心を引き付けて読む
ことができました。読み終えたときに、大きな拍手が沸き起こり、どの子も満足した表情を浮かべていました。

　蕨岱小学校では、総合的な学習の中で国際色豊かな人間性を身に
付けようと国際理解教育に取り組んでいます。
　児童たちは、当別町英会話指導助手のマーティン・マッキニーさ
ん（イギリス出身）と年に６回楽しいゲームなどを通して英語に親
しみます。
　１１月には、地球の反対側の国ブラジル出身の日系２世、吉永信夫
さん（江別市在住）を招き、児童が自分で調べたブラジルの地形や
祭り、花、魚など農業や産業について発表し、吉永さんからは、ブラジルの言葉や特徴的な文化の話などをして
もらい、児童たちは聞き入っていました。
　「わらびっ子」１３人は、マッキニーさんや吉永さんとの交流を通して、世界にはたくさんの国があり、日本とは
違う文化があることを理解し、これからの国際社会で心豊かにたくましく生きる人間を目指して頑張っています。

中小屋小学校
����������������		
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（11月25日）

　近年、保健体育の授業時間を確保するためにスキー学習を取り止
める学校が増加しています。
　しかし、本校では町内にスキー場がある利点を生かし、スキー学
習を通して北海道に生まれ育ったことを実感したり、生涯にわたっ
てウインタースポーツに親しむ姿勢を育成することを目指していま
す。スキー学習は、クラスを技能別に少人数の５～６班の小グルー
プに分け、体育科教師を中心にそれぞれの学年の先生が担当して実施しています。　
　日頃からスキーに慣れ親しんでいる生徒は大勢いますが、中には滑るどころか歩くことさえままならない生徒
もいます。そんな生徒たちが２日間のスキー学習を通して笑顔で滑ることができるようになると本人も指導者も
大きな喜びを味わいます。

　中小屋小学校の児童は、毎週
金曜日の朝の「読み聞かせ」の
時間を楽しみにしています。
　夏の間は、読み聞かせをボラ
ンティアの方に読んでもらって
いましたが、冬期間は、２年生
から６年生の児童全員が順番に
読み手を務めます。
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当別中学校
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（1月23日）

（11月29日）
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蕨岱小学校



生 涯 学 習 だ よ り
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　町子ども会育成連合会が主催して「新春子どもカルタ大会」を開
催。町内各地区から小学生の部２６チーム、中学生の部１６チームが参
加し、総合体育館を会場に約３５０人が熱戦を繰り広げました。
　日頃から練習を積んできた子供たちは、読み手の声に集中して
「ハイッ」と大きな声を上げながら元気に札を取っていました。
　最後の一枚で勝負が決まるゲームもあり、応援の父母たちも力が
入り、会場は熱気に包まれていました。
��　�����　優勝　太美スターライトＡ　準優勝　みどり野
　　　　　　　　　３位　北栄町Ａ、太美スターライトＢ
��������　優勝　太美スターライト　準優勝　緑町　３位　蕨岱、弁華別
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（1月15日）
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　町教委では、小学生・中学生を対象に様々なスポーツと触れ合い、
その素晴らしさを体感してもらおうと「子どもスポーツ体験教室」
を実施しています。
　初日の１２月２９日（木）は、小学生、中学生と父親の２０人が集まり、
青少年活動センター「ゆうゆう２４」のスタッフから「ティーボール」
の指導を受けました。
　バッティング練習では、最初、なかなかバットにボールが当たら
ずに苦労しましたが、アドバイスを受けながら繰り返し練習するこ
とで、ボールが前に飛ぶようになりました。
　教室の後半では、みんなでティーボールの試合を通してさわやか
な汗を流しました。
　教室は、２月１８日、２月２５日、３月１１日、３月１８日（いずれも土曜）に総合体育館で行います。参加希望の方
は総合体育館（�22－3832）に申し込みください。

（1２月29日）

　西当別小学校で、6年生の家庭科の1時間を利用して、食べ物につ
いての授業をしました。食べ物を働きによりグループ分けしたり、
普段の飲み物のカルシウム量の比較や1日に摂取しなければならな
い野菜の量を実物の野菜を使って測り、必要な量を目で覚えてもら
うように指導しました。
　また、“ご飯茶碗１杯に米粒がいくら入っているでしょう”など給
食に関するクイズを交え、楽しみながら授業を進めることができま
した。何気なく毎日食べている食事ですが、成長期にいる子供たち
が少しでも関心を持ち、考えて食べてくれたらと思います。　　　
　　 　　　　　　　　　　　　　　 （給食センター学校栄養職員）
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9時～１１時３０分・１３時～１６時３０分

緑町16 木

��

東町17 金

六軒町20 月

みどり野・樺戸町21 火

錦町・美里・下川町22 水

栄町・春日町23 木

末広・元町24 金

西町27 月

北栄町 2  木

��

幸町・弥生・旭町・万代町・白樺町 6  月

上当別・東裏・東蕨岱・蕨岱町 7  火

対雁・川下右岸・川下左岸 8  水

金沢・若葉 9  木

弁華別・茂平沢・青山・中小屋10 金

　　　13 月・14 火・15 水は予備日
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役場税務課税務係・�23－2332
原動機付自転車（１２５�以下)
小型特殊自動車（コンバイン・田植
機など）・大型トラクター（札99）

札幌地区軽自動車協会・�011－768－3955
（札幌市北区新川5条20丁目）

軽4輪自動車・
バイク（１２６�～２５０�）

札幌地区自家用自動車協会・�011－721－8201
（札幌市東区北30条東1丁目）バイク（２５１�以上）

北海道運輸局札幌運輸支局・�011－731－7165
（札幌市東区北28条東1丁目）大型トラクター（ナンバー返却）
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税
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に
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車
手
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続
き
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
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な
お
、
軽
自
動
車
税
は
「
月
割
課

税
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
手
続
き
を

忘
れ
る
と
１
年
分
の
税
金
を
納
め

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。　

　譲渡所得（土地・家屋等）のある方は、これら
の会場では受付できませんので、直接税務署で申
告をしてください。
　また、当日税務職員は確定申告書の計算を行う
のみですので、営業・不動産等の収支内訳書や、
医療費控除等の書類は、事前に作成をしてからお
越しください。
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１３時～１６時３０分9時～１１時３０分

太美中央太美寿・当別太・
ビトエ・高岡28 火��

太美南・獅子内太美北 1  水
�� 太美スターライト・

太美東・太美西スウェーデンヒルズ 3  金

���������	
��

���
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▼�����　放課後に共働きな

どで保護者が家庭で不在となる児

童。(原則として小学校１～３年生)

▼�������

��������	
��（１８年

度から錦町と緑町に開設していた

２つのプレイハウスを統合し、元

町の当別幼稚園跡地に移転しま

す。）　定員100名　

��������	
��
(太

美町・青少年会館内)　定員60名

（申込みが定員を超えた場合、選

考基準により入所決定します。)

▼����

　4月1日～平成19年3月末日。（た

だし、日曜、祝祭日、お盆期間及

び年末年始期間を除く。）

▼����　学校登校日は放課後

から１８時。長期休業期間などは8

時30分から18時。

▼���無料。ただし、父母会費

(活動費とおやつ代)として月額

3,000円、保険加入料年額500円。

▼����

「入所申込用紙」は、ゆとろ・太

美出張所・各プレイハウスで2月1

日（水）から配布します。申込用

紙に必要事項を記入し、雇用証明

書とともに「ゆとろ」か、「太美出

張所」に提出してください。

▼�����2月24日（金）

▼���子育て推進課子ども係

（「ゆとろ」内・�23－3024）

��������	
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��������	
　　　　　

　離婚などで、父親と生計を同じ

くしていない児童を養育している

母子家庭などの方。支給期間は児

童が18歳に達した年の年度末ま

で。（心身障がい児は20歳未満。）

　家庭状況によ

り請求できない

場合もありま

す。

��������	
��　　　

　20歳未満の重度か中度の心身障

がい児を養育している方。

　ただし、児童が施設入所してい

る場合など、支給されない場合も

あります。

※両手当ともに、一定以上の所得

のある方（同居している親族等を

含む）は手当の全部、または一部

が支給停止の場合があります。

▼��　福祉課福祉係 (「ゆとろ」

内・�23－3019)

��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������																
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▼�������　2月22日（水）
までに、役場情報課広報広聴係（�
23－3069）に申し込みください。　
▼��　札幌地方裁判所・当別町

� ����������������
参加しませんか

　　　         ��������������	
��
�����������������	�

��

������

������������	
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�����：バスで検診センター

まで送迎します。

������ゆとろ（西町）

�����3月1日（水）・3日（金）

�����　7時55分～8時10分

���������	
��
�

������3月31日（金）まで

（事前にゆとろに申込みのこと）

����　北海道対がん協会札幌

検診センター（札幌市東区北２６条

東１４丁目）

��������	　表のとおり

子宮がんと乳がんは2年に1回、

胃・肺・大腸がんは毎年受診しま

しょう。

��������　福祉課保健

サービス係（「ゆとろ」内・�23－

2346）

�������
��������	
��
��

�� ��

��������������

7001,40035歳～胃がん検診
20040040歳～肺がん検診（レントゲン）
350700必要者　　〃　　（喀たん検査）
30060040歳～大腸がん検診
8001,60020歳～子宮がん検診（頸部）
350700必要者�       〃         （体部）
1,0002,00040～49歳（マンモ２方向）乳がん検診
8501,70050歳～（マンモ1方向） (視触診とマンモグラィー )
20040030～59歳骨粗しょう症検診

※婦人科超音波検査を希望の方は、ご相談ください。　　　　（料金単位：円）
※生活保護を受けている方は無料。
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　当別町と江別市が公害防止協定

に基づき実施した平成17年度ダイ

オキシン類の測定結果をお知らせ

します。

▼�����当別町と江別市が同

位置でそれぞれ測定。
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太美地区　太美汚水処理センター

川下地区　八幡第一排水機場

�����　八幡最終処分場

▼����　表のとおり

（結果は全ての項目で基準を下回

るものでした。）

▼��　環境対策課環境対策係

（�2３－2503）
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　町では、交通事故の救済制度が

十分でなかった昭和４３年に交通傷

害保険事業を開始し、以来３７年間

実施してきました。

　しかし、近年は保険加入者が減

少していることや、民間の各種傷

害保険や共済制度が充実・普及す

るなど、社会情勢が変化してきま

した。このような事情から町が果

たしてきた役割は終了したものと

判断し、町民交通傷害保険事業を

廃止することとしました。

　長きにわたりご加入いただき、

誠にありがとうございました。

　当別町としては、今後も引き続

き町民の方々に対する交通安全啓

発をさらに充実させ、交通事故根

絶を目指して一層努力していきま

すので、ご理解をお願いします。　

▼���　住民生活課住民生活係

（�23－3209）

��������	
������

�� ��

▼福祉課福祉係長事務取扱～齋藤

宏　▼福祉課障がいサービス係長

～江口昇　▼同係～名取麻里子

�������

▼情報課情報管理係主任～乗木裕

�����

▼平成１７年１２月３１日付～坂井秀雄

��������	
�
�����

�� ��

　ＮＰＯ法人などが平成18年4月1

日以降も継続して、介護に伴う移

送サービスをするためには、道路

運送法第80条に基づく許可申請が

必要になります。

　その場合、当別町福祉有償運送

運営協議会の協議を経る必要があ

りますので、その手続きをお忘れ

なく。詳しくは下記へ問い合わせ

ください。

▼��　福祉課介護サービス係　

（「ゆとろ」内・�23－3029）

�������
�������

�� ��

　町で迷い犬や猫を保護した場

合、飼い主が分かれば連絡し、家

に帰ることができますが、分から

ないときは保健所で4日間保護さ

れた後、法に基づく処分という残

念な結果になってしまいます。

　そうならないために飼い主の方

は次のことを行ってください。

▼����

　犬には市町村への登録が必要で

す。迷子になった場合、登録番号

で飼い主を探しますので、鑑札を

首輪などに着けましょう。

　鑑札を着けることが出来ない場

合は、首輪に登録番号または連絡

先を記載するなど、飼い主が分か

るようにしましょう。

▼����

　猫には犬と違い登録制度がない

ため、首輪などを着け連絡先を記

載するなど、飼い主が分かるよう

にしましょう。

▼��　環境対策課環境対策係

（�23－2503）
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　石狩川水系豊平川河川整備計画

（原案）についての縦覧や説明会、

公聴会を開催します。皆さんの意

見をお聞かせください。

▼�������　役場維持管理

課・石狩川開発建設部ホームペー

ジ  http://www.is.hkd.mlit.go.jp/

� � � 2月１４日（火）～3月13日

（月）

▼�������　縦覧場所に置

いてある意見書に記入の上、備え

付けの封筒またはFAXで送付くだ

さい。（上記ホームページからも

送付できます。）

▼������（１８時３０分開催）

２月１７日（金）＝白石区民センター

２月２０日（月）＝江別市民会館

２月２２日（水）＝東区民センター

２月２４日（金）＝石狩市役所

２月２７日（月）＝中央区民センター

▼������　

３月２４日（金）＝札幌市民会館（１８

時３０分～）

▼���　札幌河川事務所（札幌

市南区/�011－581－3207）

　町では、児童数の減少に伴い平

成18年3月末に閉校となる「中小屋

小学校」の利活用を検討していま

す。

　この施設を幅広く民間の方々に

福祉・文化・芸術・教育施設、起

業などで有効活用すると共に、地

域の振興発展と活性化を図るた

め、利活用計画案を次の要領で募

集します。

���　当別町字中小屋213番地

��　12,020㎡（グランド含む）

��　平成10年3月建設で鉄骨造

平屋建（1105,9㎡）

▼����　5月31日（水）

�����　募集条件などがあり

ますので教委管理課学校教育係

（�２３－2689）へ問い合わせくだ

さい。

▼����　2月6日（月）～21日

（火）まで。（土・日曜・祝日は除く）

▼����　町学校給食センター

（若葉）にあります。

▼������　町学校給食セン

ター（�22－4401）
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▼����　一般事務職は満60歳

未満（４月１日現在）

▼����　４月１日から指定する

期間

▼����　雇用期間により、健

康保険などに加入します。

▼����

◎一般事務　5,900円～

◎保育士　6,100円～

◎雑役婦（夫）　5,800円～

（その他規定により、別途支給。）

▼����　「臨時職員登録カー

ド」(総務課に備付け)に、写真(縦

５�、横４�）と住民票を添付し、総

務課人事係に提出してください。

▼������　4月1日付け採用

は、2月1日（水）～28日（火）。

（その他は、年度内で随時受付。）

▼��　総務課人事係(�23－

2330）

���������	���
��

▼��������満60歳までの

次の資格を有する方。

管理栄養士～1名

保健師～1名

▼���　ゆとろ

▼���������

��＝４月１日～平成１９年３月３１日

��＝月～金曜の8時45分～17時

15分の内週29時間以内。

▼����　健康相談・家庭訪問

など。

▼��　月額170,700円

▼����　履歴書・免許書の写

し・本人の住民票

▼����　2月20日（月）

▼���������福祉課保健サー

ビス係（「ゆとろ」内・�23－2346）

���������	

▼����　１名

▼���　西当別小学校

▼����������

��＝４月１日～平成１９年３月３１日

��＝原則として月～金曜の７時５０

分～１４時４５分の内週２９時間以内。

▼����　学校事務補助

���　月額126,200円

������履歴書・本人の住民

票

▼����　2月23日（木）

�������　町教委管理課学

校教育係・�23－2689)
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　６月からの地上デジタル放送の

準備のため、��������	


��������	
��
��

�します。この影響で現在使われ

ている��������	�	


��������ときがありま

す。このようなときは、����

��������	
��してく

ださい。受信対策員が訪問、症状

を確認し対策を実施します。

▼���　北海道地域受信対策セ

ンター（受付９～１８時）フリーダイ

ヤル�0120－567－624/フリーダ

イヤル�0120－567－623/

�011－756－2002
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　昨年、「広報とうべつ」に対する

アンケート調査を実施したとこ

ろ、161人の方々からご意見、ご感

想を頂き、ご協力ありがとうござ

いました。その結果については、

3月号にてお知らせします。

　さて、町では町の財源確保、地

域経済の活性化、住民の利便、紙

面効果などを目的に町の広報誌や

ホームページに有料広告の掲載を

予定しています。

　一方、有料広告掲載については、

�広報誌などの公共性、または中

　立性から判断して、商業広告を

　掲載することは性格上不適切で

　はないか。

�予定する広告スペースに対して

　十分な広告依頼が見込めるか。

などの意見もあることから、町では、

〇掲載することが適当でないもの

〇読者に誤った情報を伝えるもの

など、あらかじめ規制するための

基準作りを行い、検討を進めてい

ます。

　住民の皆さんから広告掲載の是

非や掲載基準などに関するご意見

をメール・FAX・手紙などで、お

寄せください。

▼���情報課広報広聴係（�23

－3069/�25－5555/〒061－0292当

別町白樺町58番地9

Eメール

kouho@town.tobetsu.hokkaido.jp
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　国民健康保険の加入や変更などが必要になった場合
には、届出期限を守り、国保年金係（�23－2467）で
速やかに手続きを行ってください。期限に遅れた場合
には、本人に不利益になることがあります。
��������	
��
��

������＝職場の健康保険の資格がなくなったとき。
　　健康保険任意継続の期限が来たとき。
�����＝社会保険離脱証明書・返却前の任意継続保
　　険証・国民健康保険証（家族　が国保加入者のとき）
������＝就職など職場の健康保険に加入したとき
　　など。
�����＝新しく加入した健康保険証・国民健康保険証
��������	
��
�

������＝住所・氏名・世帯主が変更になったとき。
�����＝国民健康保険証
�����＝厚生年金や共済年金の受給者で加入期間が２０
　　年以上（４０歳以降１０年以上）ある場合は、退職者医療制 
      度適用の国民健康保険被保険者証への切り替えが必要。
　����＝年金証書・国民健康保険証

��������	
��
���

　国民年金は、日本国内に住所を有する２０～６０歳まで

の人が加入し、やがて訪れる老後の収入を国が約束し

てくれる公的年金制度です。

　また、病気やけがで障害が残ったときや、１８歳未満の

子供を残して父親が亡くなったときなどにも年金を支

給し、思いがけない人生の「万一」もサポートします。

　自営業者、学生などは�������となり、加入手

続きは役場国保年金係で行います。サラリーマン・公務

員は厚生年金や共済組合に加入すると同時に�����

��になりますが、個別の手続きは必要ありません。

第2号被保険者に扶養されている配偶者は������

�になり、配偶者の勤務先を経由して手続きします。

　なお、学生や収入が少なく保険料の納付が困難な場

合は、納付の猶予・免除になる制度がありますので、必

ず申請してください。申請しないまま、保険料が未納

になっていると、万一のときに障害年金が受け取れな

いなど思わぬ事態を招きますのでご注意ください。
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　2月8日（水）・15日（水）
　役場国保年金係へお気軽にお越しください。

���������	
�札幌北社会保険事務所）
���2月20日（月）・10時～15時
��　商工会館（錦町）
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　町社会福祉協議会では、平成１８
年中に金婚を迎えるご夫妻にお祝
いの記念品を贈ります。
����　昭和３１年中に結婚され
た夫妻。
�����　２月２８日（火）
����　同協議会（「ゆとろ」内・
�22－2301）　　　

���������	
��
� ���������	

���　2月11日（土）
            10時～16時まで
���　札幌駅南口広場地下街
        アピア「ライラックホール」
������土地・家屋や会社の
登記、戸籍の届け、いじめ・体罰
などの人権問題ほか
�������札幌法務局職員

��������������	
（全国刑務所作業製品展示即売会）

���　2月25日・26日（土・日）
　9時～17時（26日は15時まで）
���　白樺コミュニティーセン
ター（白樺町）
�������ダイニングセッ
ト・洗濯石けん類・花台など
����（財）矯正協会刑務作業協
力事業部（�0126－37－2107）

　16～69歳までの健康な方な

らどなたでも。

（65歳以上の方は、60～64歳

までに献血経験がある方）
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�宮永建設（栄町）１０時～１１時３０分

�堀江病院（樺戸町）１２時３０分～１３時３０分

�JA北いしかり本所（錦町）１４時～１６時

��������

�ラルズストア（樺戸町）１４時～１６時

��������	


����������	
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���　3月7日（火）10時30分～

16時30分、

8日（水）9時45分～14時30分

���　かでる2・７（札幌市中央

区北2条西7丁目）

�����

��　�気象災害から身を守るた

めに�地震の話�津波の話�も

し石狩川や豊平川が溢れたら

��　�土砂災害はなぜ起こる

の？�災害から身を守るために

�図上訓練みんなで考えよう！

やってみよう！

����札幌管区気象台、北海道

開発局、北海道

���������環境防災総合

政策研究機構（�011－271－2663/

�011－204－7367）

　督促状が届いたので納付しましたが、よく調べると先
日納付したばかりでした。二重に納付したことになりま
すが、余分に納めた税金は返してもらえますか？

��������	
���������	
�

�������　毎月第2・第4木曜日　19時30分まで

����　納税課納税係（�23－2341）

��

　二重に納付された場合、他に滞納（未納）の町税が無い場合はお返
し（還付）しますが、滞納（未納）の町税がある場合は、そちらに充当
させていただきます。

��

２等陸・海・空士（男子）����

18歳以上27歳未満の者����

受付時にお知らせ���

��������～自衛官募集種
目、採用後の待遇や生活状況などを
わかりやすく説明します。
◎��　2月4日（土）13時～　
◎��　白樺コミセン（白樺町）
��������	
��
���  
http://www.sapporo.plo.jda.go.jp/

��������������

江別募集事務所（�011－383－8955）
役場住民生活係（�23－3209）

���

　当別・レクサンド都市交流協会
では、6月１８日（日）に開催を予定
している夏至祭の企画班員を募集
しています。
�����　１０人程度
　　　　　　（町内在住の方）
������2月20日（月）
�������　同協会事務局   
 （「商工会」内・�23－2447）

��������	
��
��

�����

�����　2月８日（水）までに選
手名簿を添えて事務局に郵送かFAX
で申し込みください。
����　一人300円（当日納入）
���　事務局・向井剛（弥生・�
０９０－３１１１－５８８２/�２２－１６５５）

�����

��������	
��


���　2月26日（日）9時受付
���　総合体育館
���　混成の部・女子の部



��������	 ��
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荻原　　浩あの日にドライブ
　
　
�
�
�

恒川光太郎夜市
アレックス・バークレーダークハウス
紀宮　清子ひと日を重ねて
上大岡トメスッキリ！
戸部けいこ光とともに・・・⑨
あいはらひろゆきうさぎちゃんとゆきだるま

　
　
�
�
�

木村　裕一まんげつのよるに
渋谷　愛子まぶらいの島
ジョナサン・ストラウドバーティミアス(Ⅲ)
クリストファー・パオリーニエルデスト　宿命の赤き翼

�������

三浦　　展下流社会
　
　
�
�
�

西條　奈加金春屋ゴメス
嶽本野ばらロリヰタ
伊集院　静ツキコの月
沢木耕太郎凍
黒川　順夫新主人在宅ストレス症候群
シャロン・クリーチめぐりめぐる月

　
　
�
�
�

山崎　智嘉もっと知ろうよEU第一巻
ベッテ・ウェステラおじいちゃんわすれないよ
那須　正幹衣世梨の魔法帳2
松原　秀行パスワード浜風クエスト

�����������������	
�

��������	
��
��������

　金沢町内会は、地域生活環境の整
備など「地域コミュニティ活動」を
推進しています。
　同町内会では、町を通じて、宝く
じの受託事業収入を財源に地域コ
ミュニティの助成を行っている（財）
自治総合センターの「一般コミュニ
ティ助成事業」を活用し、金沢会館に
備品を購入・設置しました。

�����

�会館防犯灯２灯　　
�折りたたみテーブル１５台
�パイプチェア４０脚　
�チェア格納台車１台

�������

��������	
��
�　

　北海道医療大学総合図書館には、専門書など
約２０万冊の本があります。2月から医療大学と町
教育委員会とが連携し、同校図書室の本を借り
ることができるようになりました。
　自宅や公民館図書室と西当別コミュニティー
センター図書室などのパソコンを使って、同校
図書室の本検索ができます。　
　借りたい本がある場合は公民館か西当別コ
ミュニティーセンターの図書室で申し込みくだ
さい。
▼���公民館（�23－2511）
　　　　西当別コミセン（�26－3300）

��������	�������

�����������	
��
��

������������������������������������������
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雪上車があそ公園とアウル会場をつなぐよ！
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当別の特産品やソーセージ、
エゾ鹿肉の試食もあるよ！

�������

��詳細　あそ雪実行委員会（「商工会」内（�23－2447）�



����������

�����（毎月第1木曜日に実施)

　��  ���������	
����　 �������������  ���������事前に福祉課福祉係（�23－3019）へ。　

�������（毎月第2・４木曜日に実施)　〔携帯電話で２４時間受け付けます。090－2070－5082へ。〕

　�� �������������������　������������   ��������町社会福祉協議会（�22－2301）へ。

No.328

�����������1月1日現在�
                             （　）は前月との比較

������人��������

���������������

������������

��������������

�������������

+894102����

－242�����

+10130140�����

���������	����
���������	
�������

★厳冬期は圧雪・凍結により路面が
　滑りやすく「スリップ」事故多発
★冬道は車間距離と慎重運転

��������
����

� �
� �

������ ���������

白樺町本人〈62〉工藤　　 稔 
みのる

六軒町本人〈83〉荒井　 松年 
まつとし

太美町宣生〈85〉折� 百合子 
ゆりこ

白樺町本人〈８６〉近藤　フデ

西　町本人〈71〉酒井　 末美 
すえみ

樺戸町弘〈86〉�田　トク

太美町本人〈79〉武田スゞヱ

獅子内本人〈64〉武岡　 哲夫 
てつお

末　広本人〈91〉工藤　イツ

白樺町澤田タイ子〈93〉鎗水 甚四郎 
じんしろう

末　広民雄〈62〉山下　 悦子 
えつこ

東　町本人〈87〉谷口　 由夫 
よしお

元　町本人〈77〉井上　 朝夫 
あさお

������������

��������������
あい

���������������
しょうき

��������������
しおり

����������������
かりん

�������������
しんのすけ

����������������
いぶき

���������������
りゅうと

����������������
とうや

��������������
りくと

����������������

��������	
��

▼百石重敏さん（弁華別）から５万円
▼東方一洋さん（緑町）から５万円
▼�田二次郎さん（樺戸町）から５万円
▼泉　正信さん（当別太）から５万円
▼武岡和広さん（太美町）から５万円
▼吉泉チヨヱさん（若葉）から２万円
▼高田克雄さん（樺戸町）から１万円
▼ふるさとシンフォニー当別（高橋千枝
　子代表）から5,150円
▼笠田光秀さん（川下）から５千円
▼住谷ミツさん（弥生）から手編みの手
　袋５双　靴下カバー８０足　雑巾95枚
▼本田喜和子さん（東裏）から手編みの
　靴下２１足　タオル6枚
▼松木久仁さん（弁華別）から手作りマ
　スコット小１7０個・大10個
▼北成グループ婦人会（中沖チズ子会
長）からタオル大14枚・小67枚・雑巾19
枚
▼ことぶき大学からタオル94枚・雑巾
　65枚
▼匿名の方からタオル85枚
��������	

▼カワハラ時計店（弥生）から6,434円
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���������福祉課保健サービス係（「ゆとろ」内・�２３－２３４６） 

�������������

妊婦同士の交流を中心に元気に妊娠、出産期
を過ごしましょう。
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該当の日程を対象者へ通知します。
お子さんの成長を確認し、子育てや離乳食な
ど、日ごろの悩みを解消しましょう。
���������	
��をします。���
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１歳から就学前までの幼児。
虫歯のチェックと、フッ素の塗布

�������
����������
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　�勤医協当別診療所
　�近藤医院
　�太美中央医院
　�スウェーデン通り内科循環器科クリニック
　�さわざき医院（要予約）
　�とうべつ内科クリニック（要予約）
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糖尿病や高血圧など生活習慣病のチェックが
できます。（４０歳以上）���������	�
��������
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基本健康診査、胃・肺・大腸がん検診、肝炎
ウィルス検診、歯科健診が受診できます。

���

�����������
���������

�����

保健師や栄養士が健康についての相談に応じ
ます。

�������
����������

����

健康運動指導士が個別の運動方法をアドバイ
スします。

�������
����������

��������	
�

必要な方はゆとろの運動器具を使った運動実
践ができます。

��������	
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�
����������

�������

脳卒中、神経難病などにより、体や言葉に不
自由さがある方。

������
�����������

������

外に出る機会の少ない高齢の方。�������
�����������

���

外に出る機会の少ない高齢の方。���
������
�����������

�������

お酒で悩んでいる方とその家族。
（断酒会の申込み・詳細）
日中は江別保健所�011－383－2111
夜間は工藤�22－2510
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�����������

���                             

�����

場所時間日時内　容場所時間日にち内　容
ゆとろ 13：00～9日(木)マタニティースクールゆとろ  7：55～女性がん検診　 １日(水)・3日(金)

西コミ 10：30～9日(木)かすみ草の集いゆとろ10：00～３日(金)検診結果説明会

ゆとろ 10：30～１５日（水）リハビリ教室ゆとろ 13：00～6日(月)4カ月10カ月児健診(BCG)
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寒
い
冬
、
体
を
動
か
す
機
会
が
少
な
く

な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？
そ
れ
だ
け
筋
肉
を

使
う
こ
と
が
減
る
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
は

高
齢
者
に
と
っ
て
大
き
な
問
題
で
す
。

　

昨
年　

月
か
ら
6
回
に
わ
た
り「
転
倒
予

10

防
推
進
講
座
」
を
行
い
、
参
加
者
の
皆
さ
ん

と
転
ば
な
い
た
め
の
筋
力
維
持
の
大
切
さ

に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�

　
　

分
ぐ
ら
い
続
け
て
歩
く
こ
と
が
で
き

15
ま
す
か
？
高
齢
者
に
と
っ
て
筋
力
、
特
に

足
の
筋
力
の
衰
え
は
転
倒
の
原
因
の
一
つ

で
す
。
転
倒
･
骨
折
は
寝
た
き
り
に
つ
な

が
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
普
段
か
ら
体
を

動
か
す
こ
と
が
筋
力
維
持
に
つ
な
が
り
ま

す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	

　

足
を
伸
ば
し
て
床
に
座
り
両
手
を
前
に

伸
ば
し
た
時
に
、
つ
ま
先
に
手
が
届
き
ま

す
か
？

　

柔
軟
性
の
低
下
は
老
化
と
い
う
よ
り
、

体
を
伸
ば
す
こ
と
が
少
な
い
こ
と
が
原
因

で
す
。
柔
軟
性
を
高
め
る
こ
と
は
体
の
動

き
安
さ
に
つ
な
が
り
ま
す
。

�
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�
�
�
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足
の
指
を
開
く
こ
と
が
で
き
ま
す
か
？

つ
ま
ず
い
た
時
に
踏
ん
張
れ
る
の
は
、
足

の
指
の
働
き
が
大
き
く
、
体
を
支
え
る
大

切
な
働
き
を
し
て
い
ま
す
。
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浅
く
座
っ
た
状
態
か
ら
立
ち
上
が
る
。

　

立
ち
上
が
っ
た
状
態
か
ら
イ
ス
へ
座
る
。

　

で
き
る
方
は　

回
程
度
続
け
ま
す
。

10

�
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座
っ
た
状
態
で
片
足
の
膝
を
伸
ば
す
。　

　

し
ば
ら
く
保
っ
た
後
足
を
戻
す
。

　

で
き
る
方
は
片
足　

回
程
度
、
両
足
行

10

　

い
ま
す
。

　

ポ
イ
ン
ト
は
「
動
作
を
ゆ
っ
く
り
」「
呼

　

吸
を
止
め
な
い
」こ
と
。
太
も
も
が
少
し

　

だ
る
い
と
感
じ
る
ぐ
ら
い
行
い
ま
す
。
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床
に
タ
オ
ル
を
広
げ
、
足
の
指
を
使
っ

　

て
た
ぐ
り
寄
せ
ま
す
。

　

春
に
向
け
て
今

か
ら
、
転
ば
な
い

体
づ
く
り
を
進
め

ま
し
ょ
う
！

保
健
サ
ー
ビ
ス
係

「
ゆ
と
ろ
」
内
・�
2
3
―
2
3
4
6　
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子
供
た
ち
は
、
毎
週
火
・
水
・
金
・
土
曜
日
に
学

校
が
終
わ
っ
て
か
ら
石
狩
平
原
ス
キ
ー
場
に
集
ま

り
ナ
イ
タ
ー
で
練
習
を
し
ま
す
。

　

自
然
の
中
で
の
ス
ポ
ー
ツ
な
の
で
、
雪
が
降
っ
て

寒
い
日
も
あ
り
ま
す
が
、
子
供
た
ち
は
、
コ
ー
チ
の

ア
ド
バ
イ
ス
を
良
く
聞
い
て
、
良
い
タ
イ
ム
が
出
せ

る
よ
う
に
元
気
に
滑
っ
て
い
ま
す
。　

最
近
で
は
、

親
も
子
供
と
一
緒
に
楽
し
く
ス
キ
ー
を
滑
る
姿
が

見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
子
供
・
親
・
コ
ー
チ
が
一

体
と
な
り
、
チ
ー
ム
全
体
で
練
習
に
取
り
組
む
雰
囲

気
が
で
き
て
き
ま
し
た
。

　

夏
の
間
は
、
西
当
別
小
学
校
の
学
校
開
放
を
利
用

し
て
の
体
力
づ
く
り
や
、
土
日
を
利
用
し
て
の
、
サ

イ
ク
リ
ン
グ
や
キ
ャ
ン
プ
、
イ
ン
ラ
イ
ン
ス
ケ
ー
ト

な
ど
様
々
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
取
り
入
れ
て
、
冬
に

向
け
て
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
��
�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	

　

Ｋ
ｉ
ｄ
ス
キ
ー
レ
ー
シ
ン
グ
チ
ー
ム
の
子
供
た

ち
は
、
ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
で
1
/　

秒
の
タ
イ
ム
を

100

競
う
レ
ー
ス
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
2
年
に
石
狩
平
原
ス
キ
ー
場
が
オ
ー
プ
ン

し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
少
年
団
を
結
成
し
、
活

動
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

ス
キ
ー
は
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
で
も
あ
り
、
自
然
の

中
で
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
、

　

近
年
は
、
札
幌
市
、
江
別
市
な
ど
か
ら
も
メ
ン

バ
ー
が
集
ま
り
、
現
在
は
、
小
中
学
生　

人
と
高
校

３２

生
の
Ｏ
Ｂ
も
指
導
に
加
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

メ
ン
バ
ー
は
、
将
来
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
や
、

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
タ
ー
を
目
指
し
て
『
夢
は
い
つ
か

か
な
う
！
』
と
信
じ
て
、
元
気
に
頑
張
っ
て
い
ま

す
。

　

少
し
前
ま
で
は
、
町
外
の
大
会
に
出
場
し
て
も

な
か
な
か
成
績
を
残
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の

で
す
が
、
近
年
は
、
上
位
に
入
賞
す
る
子
も
増
え
て

き
ま
し
た
。
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
も
年
々
増
え
、

チ
ー
ム
内
で
ラ
イ
バ
ル
意
識
が
芽
生
え
た
こ
と
で
、

緊
張
感
が
あ
る
チ
ー
ム
環
境
に
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
は
、
目
標
を
高
く
持
っ
て
練
習
に

励
む
こ
と
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
目
指
す
よ
う
な
選

手
が
出
て
く
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

ス
キ
ー
に
興
味
が
あ
る
人
は
、
是
非
、
一
緒
に
活

動
し
ま
し
ょ
う
。
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カムイシリ

　　　写真提供　高橋　健一さ
ん（西町）
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